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Ⅰ．総則 
 
 
Ⅰ-1 施設の目的や基本方針の確立 
地区センターの設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されており、職員が理解してい

るか。 
 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

職員に対し、地区センターの設置目的に基づいた
施設運営上の基本方針が明文化されている。 

✔ ✔ 

職員が、地区センターの設置目的や施設運営上
の基本方針を理解している。 

✔ ✔ 

Ａ 

利用者に対し、地区センターの設置目的や施設
運営上の基本方針を周知している。 

✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。 
 

 

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・お客様本位の施設運営方針を定め、この基本方針の
実現に向け職員一同全力を尽くしております。 
・引継ぎ時も必ず職員全員で復唱し、再認識していま
す。また月１回のスタッフミーティングにおいてもお客様
本位の接客に努めるよう、常に意識付けを行っていま
す。 
 
 
 
 
 
【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①③ 
基本方針４点が明文化されており、利用案内パンフレットにも記
載されている。 
A 項目② 
業務開始前やスタッフミーティングでは、職員に周知させるた
め、読み上げを行っている。 
（第 5 回スタッフミーティング H20.7.31 実施） 
また、名札の裏にも基本方針が記載されており、常にそれを見
るよう心掛けているとのことである。 

 

Ⅰ．総則Ⅰ．総則Ⅰ．総則Ⅰ．総則    
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Ⅰ-2 施設目的の達成度 
施設の管理運営を通して、施設目的を達成できているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

利用者にとって公平・公正に利用できるシステム
を構築している。 

✔ ✔ 

地域住民が自主的な活動を行うための支援や交
流の場づくりを行っている。 

✔ ✔ 

Ａ 

地区センターの働きかけにより、サークル活動化
に発展した例がある。 

✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・応答日予約を行っていますが、重複予約のときは公
開抽選（当事者立会いによるくじ引き）を実施していま
す。 
・自主事業では、マージャン教室とデジカメ講座がその
後サークル化し事後グループとして、現在も活動を続
けています。 
・各種サークルの会員募集を側面から支援するため、
チラシ（幸ヶ谷公園コミハウだより）と法人のホームペー
ジで会員の募集を行っています。 
 
【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目① 
利用申し込み方法は、利用案内パンフレットにわかりやすく明記
されている。 
原則、１ヶ月前から申込用紙や電話で利用申込を受け付けてお
り、同じ部屋で希望者が複数出た場合に抽選を行うとのこと。 
また、抽選は関係者が立会いのもと、くじびきで選定。 
A 項目② 
自主事業後のサークル（事後サークル）の支援事例 
・ 事後サークル化に向けての話し合いの場合、無料で部屋

を貸し出し 
・ 2 ヶ月前から利用申込ができ、１度に 6 件の申込み可 
・ サークル募集のチラシを作成して、募集に協力 
・ サークルの作品の展示も実施（図書コーナーにて） 
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Ⅰ-3 職員の勤務実績・配置状況 
 管理職を含む常勤職員及び非常勤職員の勤務実績、配置状況は適切か。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当した上、次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

各業務に対し、必要最低限の職員を配置してい

る。 
✔ ✔ 

Ａ 

各職員は、他の職員の業務状況を適切に把握し

ている。 
✔ ✔ 

Ｂ 事業計画書の職員体制と実際の体制に相違がな
い。 

✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・受付担当のスタッフがやむを得ず不在になるときは、
副館長が受付担当になっています。カウンターに受付
担当が不在になることはありません。 
・各時間帯１名のスタッフを受付に、他のスタッフを施設
点検業務とにわけ、それぞれの業務の意識付けをして
います。これにより利用者にご不便をかけないようにし
ています。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①② 
各時間帯に 2 名ずつ（繁忙期は３名）配置しており、受付と巡回
に役割を分けている。また、担当が場所を離れる際は、お互い
に声がけを行い、知らせている。 
B 項目① 
事業計画書では、館長１名、副館長２名、スタッフ６名であり、実
態は、館長１名、副館長２名、スタッフ７名の雇用体制。 
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Ⅰ-4 職員のマナー 
 利用者が気持ちよく利用できるよう、利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

利用者が職員だと判別できるよう、名札を着用し
ている。 

✔ ✔ 

職員の服装は適切である。 ✔ ✔ 

電話の応対の際、施設名及び職員名を名乗って
いる。 

✔ ✔ 

Ａ 

挨拶や対応の際の言葉遣いや態度が丁寧であ
る。 

✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・「おはようございます」「こんにちは」「ありがとうござい
ます」と、毎日こられるお客様、お帰りになるお客様へ
笑顔での挨拶を励行しております。 
・受付にこられたお客様への対応として、「手を止め、
笑顔でお客様の目を見て対応する。応対中に別のお客
様がこられたときは、『しばらくお待ちください』との一声
をおかけする」を徹底しています。 
・対応が長引く場合もあるので、受付前には椅子を用
意しています。 
 
【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①②③④ 
わかりやすく名札を着用している。また、挨拶の励行や身なりの
チェックについての啓蒙ポスターを掲示し、より良い接客に日ご
ろから取り組んでいる。 
入館すると、受付のスタッフが大きな声で挨拶してくれるため、
大変気持ちが良い。 
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Ⅰ-5 開館の実績 
 仕様書に定められた、もしくは事業計画書のとおりに開館しているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
Ａ 仕様書に定められた、もしくは事業計画書のとお

りに開館している。 
✔ ✔ 

Ｂ -   

Ｃ 仕様書に定められた、もしくは事業計画書のとお
りに開館していない。 

 

A 
 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・毎日の開館・閉館時間は必ず業務日誌に記載してい
ます。 
 
 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目 
平日 9：00－21：00 
日祝 9：00－17：00 
 
 
 
 
確認書類 
・業務日誌 
・利用案内パンフレット 
・シフト表 
・機械警備月例報告書 
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Ⅱ．施設・設備の維持管理 
 

Ⅱ-1 建物・設備の保守点検 
 建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の保持が実現されているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

目に見える損傷等がなく、利用者が常に安全に利
用できる状態に保たれている。 

✔ ✔ 

Ａ 

発見された不具合が適切に処理されている。 
✔ ✔ 

Ｂ 事業計画書のとおり管理が行われている。 ✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・当施設を利用者の皆様が気持ちよく、しかも安全・安
心に利用できるよう、私たちは、毎日３回施設点検表に
基づき徹底した施設内外の見回りを実施しています。 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①② 
日々、職員による巡回を行っており、問題がある場合について
は施設点検表の備考欄にて記載し、さらに業務日誌にもその旨
記載し、館長・副館長への報告を行っている。 
（不具合処理事例） トイレ洗面台修繕  H20.3.10 
B 項目 
事業報告書 H１９．５月分にて確認。 
・ 消防設備点検（総合）  4/26 

（点検報告書の届出済 5/31 付） 
・ 自動扉保守点検   5/14 
・ 機械警備 
 
 
確認書類 
・事業報告書 H19 
 
 

 

Ⅱ．施設・設備の維持管理Ⅱ．施設・設備の維持管理Ⅱ．施設・設備の維持管理Ⅱ．施設・設備の維持管理    
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Ⅱ-2 備品の管理 
 施設の備品が適切に管理されているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

備品台帳に記された備品がすべて揃っている。 ✔ ✔ 

Ａ 

地区センターの備品に目に見える損傷等がなく、
良好な状態を保っている。 

✔ ✔ 

Ｂ 地区センターの備品と指定管理者の備品を区別
した備品台帳を作成している。 

✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・備品は随時点検・補修して、常に利用できるよう良好
な状態で管理しております。 
・備品シールを貼り、台帳から備品に、備品から台帳に
直ちに検索できるよう整備しています。 
・施設の備品と指定管理者の備品は区別した台帳を作
成しています。 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①② 
物品管理簿より５つ備品を抽出し確認。 
・ ホワイトボード 研修室 5-23 
・ コピー機 事務室 1-2 
・ プリンター棚 事務室 1-14 
・ 印刷機 事務室 1-1 
・ パソコン 事務室 1-43 
B 項目 
物品管理簿に備品が記載されており、コミュニティハウスと指定
管理者の区別については、管理簿の備考欄に明記している。 
更に、備品リスト内に物品個数も明記してあり、大変分かり易
い。 
 
 
確認書類 
・物品管理簿 
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Ⅱ-3 清掃業務  
 利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届いているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

事業計画書のとおり業務が実施されている。 
✔ ✔ 

目に見える埃、土、砂、ゴミ、汚れ等がない状態を
維持し、不快感（見た目、悪臭等）を与えず、衛生
的な状態が保持されている。 

✔ ✔ 

消耗品の補充が適切に行われている。 
✔ ✔ 

Ａ 

発見された清掃道具等の不具合が適切に処理さ
れている。 ✔ ✔ 

Ｂ －   

Ｃ Ａに該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・利用者が毎日気持ちよく利用でき、そしてまた利用し
たくなるように、ロビーや図書コーナー、トイレなど共用
部分については特に丁寧な清掃を心がけています。 
・定期清掃のほか、巡回時にはチェックリストに基づき
点検を行い良好な状態が保たれるようにしています。 
・神奈川宿歴史の道に立地していますので、幸ヶ谷公
園を訪れる人の休憩所になるようトイレの清掃とトイレ
ットペーパーの補充には特に気を配っています。 
・幸ヶ谷公園内にありますので、毎月の公園清掃に職
員が参加しています。また落ち葉の頃には利用者の安
全のために、毎日その清掃に努めています。 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目① 
日常清掃は週３日、各２時間を委託。その他、職員・スタッフが
空いた時間を見つけて、積極的に清掃を行っている。 
定期清掃（床面）およびガラス清掃は年 6 回、カーペット洗浄は
年 2 回、フィルター・空調機清掃は年４回、屋上清掃は年１回。 
1 年を通しての回数を確認するため、H19 年度事業報告書にて
確認。 
なお、業者より提出される定期清掃完了報告書には、具体的清
掃内容を記載するよう、業者に依頼することを推奨。 
A 項目②③ 
職員・スタッフがチェックシートに基づき、空いた時間を使って午
前・午後・夜間に巡回しており、消耗品の補充も十分に行われて
いる。 
A 項目④ 
業者へ委託している分の清掃道具については業者負担である
が、スタッフが自主的に清掃する際に使用する清掃道具につい
ては、随時スタッフで修理を行っている。 
 
 
確認書類 
・事業報告書 H19 
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Ⅱ-4 警備業務  
 安全で安心感のある環境を確保しているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

B に該当の上、次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

鍵の管理方法が明確になっている。 
✔ ✔ 

Ａ 

日常、定期的に館内外の巡回を行い、事故や犯
罪を未然に防止するように努める。 ✔ ✔ 

Ｂ 事業計画書のとおり業務が実施されている（機械
警備の設置状況の確認等）。 

✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・毎日３回職員がチェックリストに基づき点検し利用者
の安全・安心な利用を図っています。 
・鍵はキーボックスへの保管などルールに則りその管
理を徹底しています。 
・セコムによる機械警備を行っています。 
 
【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①② 
セキュリティのチェック方法について「引継ぎの心得」の中で明
文化されており、ダブルチェックをするよう心がけている。 
また、機械警備カードキーの管理簿があり、キーナンバーや保
管者名、保管方法が記載されている。 
B 項目 
機械警備業者より、機械が正常に運転している保守点検を行な
ったことを確認。 
（H20.12.10 実施済） 
 
 
確認書類 
・引継ぎの心得 
・機械警備カードキー管理簿 
・機械警備保守点検報告書 
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Ⅱ-5 外構施設の保守点検業務 
⇒該当施設のみ評価を実施する 
 外構施設が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の保持が実現されているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。   

目に見える損傷等がなく、利用者が常に安全に利
用できる状態に保たれている。 

  

Ａ 

発見された不具合が適切に処理されている。   

Ｂ 事業計画書のとおり業務が実施されている。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

 

 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
 
 
 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
非該当項目だが、日ごろ、午前・午後・夜間の１日３回チェックシ
ートに基づき巡回を行っている。 
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Ⅱ-6 植栽・樹木等の維持管理業務 
⇒該当施設のみ評価を実施する 
 施設内の植栽・樹木等が適切に管理され、利用者が快適に過ごせるような良好な景観が保たれて

いるか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。   

落葉や雑草の繁茂等が放置されておらず、美観
が保持されている。 

  

Ａ 

植栽に不具合が生じた際は適切に処理されてい
る。 

  

Ｂ 事業計画書のとおり業務が実施されている。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

 

 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
 
 
 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
建物周辺の公園は、横浜市の公園課の担当のため、非該当。 
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Ⅱ-7 ゴミゼロ推進運動への取組 
 横浜Ｇ30プランに則ったゴミゼロ推進運動へ取り組んでいるか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

ごみの発生抑制に取り組んでいる。 ✔ ✔ 

再利用・再使用に取り組んでいる。 
✔ ✔ 

Ａ 

リサイクルに取り組んでいる。 
✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・ゴミは持ち帰りをお願いしています。 
・横浜 G３０プランに沿ったゴミの分別をし、ルート回収
に協力しています。 
・掲示するチラシ、利用状況用紙などは積極的に裏紙
を利用しています。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①②③ 
ミスコピー等使用済み紙については、紙の色別に整頓しており、
更に裏紙としても利用している。また、利用者にはごみを持ち帰
ってもらうよう依頼しており、事務室等で出たゴミについては、分
別している。 
横浜市の G30 のルート回収にも協力している。 
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Ⅲ．運営業務及びサービスの質の向上 
 
Ⅲ-1 利用実績及び施設の稼動率 
評価実施直前の 2 年間の施設稼働率及び利用実績の推移につき、半期毎(4 月から 9 月、及び 10

月から3月)の状況を確認する。 

 

（1）施設の利用者数 

全体 団体利用 個人利用 
期間 

施設稼働率 総利用者数 利用者数 利用者数 

Ｈ19 ４月～９月 30.5％ 18,851 人 2,776 人 16,075 人 

Ｈ19 １０月～３月 29.9％ 17,298 人 2,459 人 14,839 人 

Ｈ20 ４月～９月 35.9％ 21,099 人 4,058 人 17,041 人 

Ｈ20 １０月～３月 ％ 人 人 人 

 
（2）利用内訳 
部屋については、施設の実態に合わせて記載する。（地区センターの体育室又はレクホールは個人

利用が必須となっている） 

また、対象期間がH17・18年度の場合は、コミュニティハウス及び集会所を除く。 

 

団体利用 個人利用 部
屋 期間 

施設稼働率 利用者数 利用者数 

H19 ４月～９月 24.4％ 712 人 人 

H19 １０月～３月 26.8％ 514 人 人 

H20  ４月～９月 31.6％ 1,142 人 人 

お
は
な
し
の
部
屋 H20   ～  月 ％ 人 人 

H19  ４月～９月 34.3％ 2,064 人 

H19 １０月～３月 35.8％ 1,945 人 

H20 ４月～９月 37.1％ 2,043 人 

研
修
室 

H20   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

 

 

Ⅲ．運営業務及びサービスの質の向上Ⅲ．運営業務及びサービスの質の向上Ⅲ．運営業務及びサービスの質の向上Ⅲ．運営業務及びサービスの質の向上    
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（利用内訳続き） 

団体利用 個人利用 部
屋 期間 

施設稼働率 利用者数 利用者数 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・今年度から講座に健康マージャンなどを取り入
れた結果、前期の利用者数が２万人を超え、稼働
率も平均３０％を超えてきました。 
・また、こどもの入館者がやや少ないため、漫画本
を増やし、さらに「おはなしの部屋」に子供向けの
おもちゃやゲームをおいたことで、こどもや乳幼児
親子の利用が増加してきました。 
 
【改善すべき点・課題】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
・平成 20 年 10 月～平成 21 年 3 月までの利用者数等が
確定しないと、客観的な評価ができないが、上半期につ
いては確定しているので前期と当期の上半期を比較し、
判断する。 
・総利用者数 前期 18,851 人に対し、当期 21,099 人 
と約 12％増，内訳 団体利用 前期 2,776 人に対し、当
期 4,058 人と 46％増，個人利用 前期 16,075 人に対
し、当期 17,041 人と 6％増 ，施設稼働率も平均で 30％
強を維持しており、また確定した半期を比較しただけで
も、右肩上がりであり、順調に推移していると理解でき
る。 
・かつて施設稼働率が横浜市内でワースト３だったが、そ
の後努力を重ね、稼働率アップに成功。 
・こども向けのおもちゃを購入したり、自主事業等の活動
広報エリアを増やしたことで稼働率がアップした。 
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Ⅲ-2 利用しやすい受付案内の実施 
 利用者が利用しやすい受付案内を実施しているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

受付窓口を設置し、受付スタッフがいる。 
✔ ✔ 

電話やＨＰ等により、利用相談を受付けている。 
✔ ✔ 

スタッフが利用者の相談に適切に対応できるよ
う、応対サービス等の研修体制を確立している。 

✔ ✔ 

Ａ 

利用者に分かりやすく説明できるよう、説明資料
を用意している。 ✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・利用案内は一般用とルビ付用を用意し、子供にも高
齢者・障害者にもわかりやすくし、カウンターに置いて
います。 
・受付ではいつも明るい雰囲気のなかで利用者と接し
ています。 
・電話による問い合わせには、わかりやすく丁寧に応
対しています。特に初めて来館される方へのバスや電
車の案内については職員全員が説明できるようにして
います。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①②④ 
受付スタッフが常時おり、受付窓口も明るい雰囲気でとても良
い。また、利用相談は電話・窓口で受け付けており、利用案内チ
ラシも大きな文字や絵・図などを用いており、大変わかりやす
い。 
来館できない利用者に対しては、市のＨＰで、施設ガイド→コミュ
ニティハウスを経由・検索すると「こらぼネット・かながわ」のＨＰ
と接続しており、当施設の利用案内・施設概要・講座．イベント・
施設運営方針・利用者の声・サークル紹介・個人情報まで閲覧
できる。 
A 項目③ 
スタッフミーティングにて、職員マナーやサービス水準について
の研修を行っている。 
（第 5 回スタッフミーティング H20.7.31 実施済） 
 
確認書類 
・利用案内パンフレット 
・スタッフミーティング議事録 
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Ⅲ-3 適切な利用情報の提供 
 すべての利用者が等しく利用情報を得ることができるよう、適切な利用情報の提供を行っている

か。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

サービスの情報や施設利用案内を記載したパン
フレット・掲示物等を作成している。 

✔ ✔ 

情報提供に当たっては、わかりやすい言葉遣い
や写真・図・絵等を活用し、誰にでもわかるような
工夫を行っている。 

✔ ✔ 

Ａ 

見学などの希望に対応している。 
✔ ✔ 

Ｂ 次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

 指定管理者の名称や指定期間、概要等について
館内の掲示板やＨＰ等で利用者に周知している。 

✔ ✔ 

 事業計画書・事業報告書を公表している。 ✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・利用案内はルビつきのものを用意しています。 
・施設内には指定管理者についての紹介および当施設
の事業計画・事業報告書の公表に努めています。 
 
 
 
 
 
【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目①② 
施設の利用案内パンフレットには、アピールポイントにもあるよ
うにルビがふってあるなどの配慮があり、また、外観写真がつい
ているため、どの建物なのかがわかりやすくなっている。 
A 項目③ 
ＨＰ「利用者の声」の項に明記しており、いつでも利用が申し込
めるよう周知を促していることを確認した。 
B 項目① 
入り口に、指定管理者名・期間等の掲示がされており、事業計
画書・報告書の閲覧希望を受け付ける旨の掲示もされている。 
 
 
 
確認書類 
・利用案内パンフレット 
・館内掲示 
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Ⅲ-4 広報・ＰＲの実施 
 当該施設について、広報誌やＰＲ誌を作成するなど、具体的な取組を実施し、潜在的な利用者に

アピールしているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
Ａ 広報誌やＰＲ誌を作成するなど、積極的に広報・Ｐ

Ｒ活動を実施している。 
✔ ✔ 

Ｂ -   

Ｃ 広報・ＰＲ活動は行っていない。  

A 
 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・幸ヶ谷公園コミュニティハウスだよりを毎月発行し近
隣小学校、町内会等に配布しています。 
４７町内会班回覧用チラシ 1172 枚 掲示板用 228 枚 
近隣小学校 ２校（各チラシ 20 枚、掲示用ﾎﾟｽﾀ―2 枚） 
・区役所に利用案内を配置しております。 
・自主事業チラシは、駅の PR ボックスへの配置、近隣
の住戸へのポスティングなど事業の周知徹底をはかっ
ています。 
・コミュニティまつりやコンサートのようなイベント、ある
いは興味ある講座については、地域情報誌や新聞社、
地域テレビに情報提供しています。その反響もあり来
館者も増えています。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
A 項目 
コミュニティハウスだよりを毎月発行しており、小学校や町内会
の回覧で広報を依頼している。ＨＰの作成もしており、常にアップ
デートされた情報を提供している。 
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Ⅲ-5 サービス水準の確保 
 個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよう、施設のサービス水準を確保す

るための取組を行っているか。 
 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
次のすべてに該当する。 

✔ ✔ 

施設のサービス水準を確保するため、標準的な
業務実施手順や注意点等がわかりやすく明文化
（マニュアルの作成等）されている。 

✔ ✔ 

全職員が一貫した認識を共有した上でサービス
を提供している。 ✔ ✔ 

Ａ 

職員の意見を取り入れながら、標準的な業務実
施手順等をスタッフミーティング等において定期
的に見直している。 

✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・マニュアルを整備し、それを常に確認できるところへ
保管するとともに、全職員に配布しております。 
・月１回の定例スタッフミーティングで情報の共有化を
図っています。またそこで出された意見を反映しなが
ら、業務マニュアルを年１回見直ししております。 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
月 1 回、定例のスタッフミーティングの議事録を確認した｡ 
参加メンバーは、ほぼ全員参加で実施しており、色々な研修も
同時に行っており、一貫した認識を共有する上でも有意義なミー
ティングになっており、コミュニケーションの場にもなっている。 
全員に標準的な業務実施手順や注意点などがわかりやすく明
文化されたマニュアルを配布していることを確認した｡ 
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Ⅲ-6 職員間での情報共有化 
 職員間で、適切に各種情報の共有化が実現されているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

情報の流れが明確にされ、必要な情報が職員に
的確に届くような体制が整備されている。 

✔ ✔ 

Ａ 

職員間で、情報共有を目的とした定期的な会議
（スタッフミーティング等）が開催されている。 

✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・月１回の定例のスタッフミーティングで情報（業務手
順、自主事業、苦情対応等）の共有化を図っています。 
・毎日各時間帯のミーティングで引継ぎ事項（クレーム
対応、講座の開催等）を確認しております。 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
月 1 回定例のスタッフミーティングで、職員間の情報共有化を図
っていることを議事録で確認した｡ 
シフト勤務者（「午前・午後・夜間」の各２名）の間でも申送り事項
の引継について、日報の記録で確認した。 
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Ⅲ-7 個人情報の保護 
 個人情報の保護に対する体制が整っているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
Ｂに該当したうえで、次の項目に該当する。 

✔ ✔ 
Ａ 

横浜市が規定する個人情報取扱特記事項につい
て、年 1 回以上点検・評価を行っている。 

✔ ✔ 

次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

個人情報を収集する際は必要な範囲内で適切な
手段で収集し、目的以外に使用していない。 

✔ ✔ 

個人情報の取扱いに関するルールやマニュアル
等が整備され、管理責任者が特定されている。 

✔ ✔ 

個人情報の漏洩、滅失、き損及び改ざんの防止、
その他の個人情報の適正な管理のために必要な
措置を講じている。 

✔ ✔ 

Ｂ 

個人情報の取扱いについて、職員等に対する研
修を年 1 回以上実施し、個別に誓約書を取ってい
る。 

✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・個人情報を記載した情報資料、記録媒体は閉館直前
に施錠できる場所に格納するとともに、パソコンにはパ
スワード管理しています。 
・個人情報取り扱いに関するマニュアルを整備するとと
もに、職員に対する研修・テストを年２回実施していま
す。 
・定時ミーティング等で受付カウンターを離れるときは、
必ずパソコンをログオフします。 
・全職員が個人情報取り扱い者という認識のもとに、誓
約書提出し、各自の自覚と責任を再確認しています。 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
横浜市へ提出した職員全員分の「個人情報保護に関する誓約
書」の写しで確認した。 
また、中田市長宛に提出された「研修実施報告書」（こらぼネッ
ト・かながわ 伊東理事長名で提出）の写しを確認した。 
職員への「個人情報保護法」の理解度チェックテストは、4/30 と
8/30 スタッフミーティング時に年2回実施しており、設問15問で
70 点以上ならば合格、70 点未満なら不合格ということで「再試
験」を行っていることをヒアリングと議事録で確認した｡ 
個人情報取扱実施細則があり、適時見直しを行っており、
2008.4.1.より適用として「6 ヶ月に 1 度 PC のパスワード変更する
よう」改定があったことを個人情報取扱実施細則で確認した｡ 
利用申込書に個人情報を目的外に使用しない旨、記載している
ことも確認した。 
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Ⅲ-8 事故防止対策への取組 
 事故防止のための体制の構築・取組を行っているか。 
 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
Ｂに該当したうえで、次のすべてに該当する。 

✔ ✔ 

過去に発生した事故の内容や対応内容（事故発
生の例がない場合は、他類似施設等における事
例の収集など）をもとに、原因分析を実施し、改善
のための対応を行っている。 

✔ ✔ 

事故防止のチェックリストやマニュアル類を用い、
施設・設備等の安全性やサービス内容等をチェッ
クし、必要に応じて改善している。 

✔ ✔ 

Ａ 

事故防止策の研修等を実施している。 

✔ ✔ 

Ｂ 事故防止のチェックリストや事故防止・事故対応
マニュアル等を整備している。 

✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・ヒヤリハット集を作成しています。 
・事故防止チックリストを作成し、1日3回のチェックを行
ない、安全に努めています。 
・スタッフミーティングで事故防止に関する研修をおこな
うとともに、改善策についてはスタッフの意見も取り入
れながら、対応しています。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
事故防止チェックリストを確認した。 
設備日誌内にチェック項目が記載されており、施設内の巡回時
に、項目ごとに確認していることをヒアリングおよび記録で確認
した。 
ヒヤリハット集も作成しており、7/31 のスタッフミーティング ９名
の勉強会を開催していることを、議事録で確認した。（ヒヤリハッ
ト集を他施設の事故例も集めて充実していくこと、それを用いて
繰り返し職員研修をすることを薦めます。） 
スタッフミーティングでは意見交換も同時期に行っており、III の 6
～15 項目にあることを議事録で確認。 
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Ⅲ-9 事故発生時の対応体制の構築 
 事故発生時の対応体制が確立しているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
Ｂに該当したうえで、次のすべてに該当する。 

✔ ✔ 

施設内で、事故対応責任者が明確になっている。 
✔ ✔ 

発生した事故内容等についての記録を作成して
いる（ヒヤリ・ハット集の作成）。 ✔ ✔ 

Ａ 

事故対応策の研修等を実施している。 
✔ ✔ 

Ｂ 事故発生時の連絡体制を確保している。 
✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・館長が事故対応責任者となり、軽微な事故も含め全
ての事故報告を集約しています。 
・ヒヤリハット集をもとに事故対応の研修をミーティング
時に行っています。 
・緊急連絡先一覧表を受付及び事務室内に掲示してい
ます。 
・研修は平成18年度に6人が20年度に2人が受講し、
全員が初級救命講習を修了しています。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
事故発生時の連絡体制は、２００８年１１月１日現在で作成され
ていることを確認。 
事故対応の研修は、ヒヤリ・ハット集を活用しながら 7/31 のスタ
ッフミーティング時に行っており、議事録で確認した。 
連絡体制でも明記されているが、事故対応責任者が館長である
ことを確認した。 
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Ⅲ-10 災害発生時の対応体制の構築 
 災害発生時の対応体制が確立しているか。 
 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
Ｂに該当したうえで、次のすべてに該当する。 

✔ ✔ 

防災マニュアル等に基づき、避難訓練や防災訓
練等を最低年に 2 回は実施している。 ✔ ✔ 

災害時の連絡体制や職員の役割分担等が明示さ
れている。 ✔ ✔ 

Ａ 

地域や関連機関との連携体制を整備している。 
✔ ✔ 

Ｂ 防災に関するマニュアル等が整備されている。 
✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・防災マニュアルを作成し、年２回の避難・防災訓練を
実施しています。20 年は 2 月 12 日と 11 月 17 日に実
施しました。 
・災害発生時に連絡する必要のある関係機関連絡表を
事務室内に掲示してあります。 
・仕様書や協定書に記載されているとおり、横浜市から
の要請については積極的に協力します。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
防災マニュアル等が整備されていることを確認した。 
マニュアルに基づき 2008.11.7. 10：00～12：00 消防訓練実施計
画書・報告書 確認した。 
また、消防訓練の写真撮影しており、映像も確認した。 
自衛消防隊組織を結成しており、役割も確認した。 
2008.2.12. 13：30～15：00 防災訓練実施 
神奈川地区センター １５名 幸ヶ谷集会所 ５名 の合同訓練 
指導：神奈川消防署 浦島出張所 山本所長ご指導の元、防災
訓練が実施されていることを確認。 
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Ⅲ-11 利用者の意見・苦情を抽出する仕組みの構築 
 利用者が意見や苦情を述べやすい環境を整備しているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

利用者が苦情や意見を述べやすいよう、窓口（ご
意見箱の設置、ＨＰでの受付等）を設置している。 ✔ ✔ 

Ａ 

利用者からの苦情や意見等が寄せられた際に
は、内容を記録し、対応策を実施している。 ✔ ✔ 

次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

ご意見ダイヤルの利用方法に関する情報を提供
している。 

✔ ✔ 

Ｂ 

ご意見ダイヤルに意見等が寄せられた場合、そ
の対応方法等につき公表している。 

― - 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・ご意見ダイヤルについての情報を掲示していますが、
当施設の苦情はご意見ダイヤルによせられていませ
ん。 
・受付から離れた場所にご意見箱を設置し、利用者が
苦情や意見を投稿しやすい工夫をしています。 
・利用者会議等での利用者からの苦情・意見について
は、記録し対応策を実施するとともに、利用者がこれら
の記録や対応策について自由に閲覧できるようにして
います。 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
ご意見ダイヤルの情報を掲示、ご意見箱も設置しているが、意
見が寄せられたことはない。（受付から離れた場所に設置されて
いるので、投稿しやすい環境にしていることを確認した） 
ＨＰの「利用者の声」で専用アドレス、ＴＥＬ、ＦＡＸがあり、そちら
には、数件の苦情あり、その内容が記録され、対応策について
具体的に実施していることを記録で確認。 
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Ⅲ-12 利用者の苦情解決体制の構築 
 利用者の意見、苦情等を受けて、迅速に対応できる体制を構築しているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

利用者に対し、苦情等への対応手順、担当者等
が明確にされている。 ✔ ✔ 

苦情解決の仕組みを利用者等に周知している。 
✔ ✔ 

苦情等の内容を検討し、その対応策を講じてい
る。 

✔ ✔ 

Ａ 

苦情等への対応策について、利用者へ公表して
いる。 ✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・苦情解決の対応手順を施設の入り口に掲示し利用者
に周知しています。 
・苦情についてはすばやく対応し、その改善策等を公
表しています。常に早い解決に心がけることで大きな
苦情に発展しないように努めています。 
・苦情については引継ぎやスタッフミーティングなどで、
情報を共有化するとともに、全員で解決策を検討してい
ます。 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
「07.12/29 自習室で電卓を使っている人に対し、音がうるさ
い。」「07.7/27 ない本は、他の図書館から借りて、対応して欲し
い。」「07.11/10. 貸出しの本の制限（予約できるまで）」等の苦
情が寄せられていたが、投稿された方のことも気遣った表現で
公表・館内掲示し、ソフトランディングに解決している記録、具体
的な掲示物を確認した。 
苦情解決の対応手順などは入口に掲示され利用者にアピール
しており、周知されている。 
ＨＰではメルアド、ＴＥＬ、ＦＡＸを公表しており、事務局直通と明記
している。 
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Ⅲ-13 利用者アンケートの実施 
 サービス全体に対する利用者の満足度を把握し、課題がある場合には対応策を講じているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当した上、次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

利用者アンケートの結果を公表している。 
✔ ✔ 

利用者アンケートからサービスに係る課題を抽出
している。 ✔ ✔ 

Ａ 

利用者アンケートから抽出した課題への対応策を
講じ、改善している。 

✔ ✔ 

Ｂ サービス全体に対する利用者アンケートを最低、
年 1 回以上実施している。 

✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・20 年 9 月の利用者会議に先立ち、アンケートを実施し
ました。その結果を各利用団体に配布し、館内で自由
に閲覧できるようにし、個人利用者にも周知していま
す。 
・アンケート内容をスタッフミーティングで話し合い、業
務改善やサービス向上に努めています。 
 
 
 
 
【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
2008.8.アンケートの集計を行い、回収率 87％であることを確認。 
アンケートは全て匿名で、１～17 までの項目で構成されている。 
上記の集計結果を９月の利用者会議で、課題を含め報告してい
ることを議事録で確認。 
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Ⅲ-14 利用者会議の開催 
 利用者代表からなる利用者会議を開催し、利用者の意見や課題がある場合には対応策を講じてい

るか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当した上、次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

利用者会議での検討内容を公表している。 
✔ ✔ 

利用者会議からサービスに係る課題を抽出して
いる。 ✔ ✔ 

Ａ 

利用者会議から抽出した課題への対応策を講
じ、改善している。 

✔ ✔ 

Ｂ 利用者代表からなる利用者会議を、最低年 1 回
以上開催している。 ✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・20 年 1 月と 9 月に利用者会議を開催しました。 
・利用者会議で出された課題や意見については、改善
できるものは、直ちに改善し館運営に取り入れるよう努
めています。特に備品要望については対応しました。 
 
 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
08.1/30. 10：00～11：30 宮前クラブ、さくらの会、梅の会他７名
で実施。 
08.9/11. 18：30～19：00 ５団体他 １２名で実施。 
のとおり年２回利用者会議を開催している。 
内容は利用状況報告、部屋別の稼働率、アンケート集計などを
実施している。 
 
08.9/11 の利用者会議の直後 08.9/17.には運営委員会も開催 
されているが、これら会議の内容については 08.9/30 のスタッフ
ミーティングで報告されており、両会議から抽出された課題への
対応策の指導が行われたことを確認した。 
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Ⅲ-15 自主事業の適切な実施 
⇒該当施設のみ評価を実施する 
 利用者の望む自主事業を適切に実施しているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 
Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

自主事業の対象者は各年齢層を網羅し、世代間
交流を考慮している。 

✔ ✔ 

Ａ 

定期的に自主事業の見直しを実施し、地域住民
や利用者のニーズを反映させている。 

✔ ✔ 

Ｂ 事業計画書のとおり、事業が実施されている。 ✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
【アピールポイント】 
・自主事業ごとにアンケートをとり、受講生のニーズを
把握しています。これにより、次回の講座内容（講師・
レベル・開講時間等）を検討し、反映しています。 
・自主事業はおはなし会（乳幼児親子）から健康麻雀教
室（成人～高齢者）まで幅広く各年齢層を網羅していま
す。 
・利用者会議や利用者アンケートからも自主事業に対
する要望を抽出し、「親子リズム体操」「生き生き体操」
などを企画実施しました。 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
自主事業ごとに利用者アンケートを取り、地域住民ニーズ、利用
者ニーズ（講座内容・講師・レベル・時間帯等）を把握する努力を
している。 
事業計画書・事業報告書に則した、自主事業を実施していること
を確認。 
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Ⅲ-16 自主事業における独自の工夫等 
⇒該当施設のみ評価を実施する 
 施設目的を達成するため、施設を最大限活用するため、また利用者ニーズに対応するために独自

に工夫している点を抽出する。工夫が見られない場合には、その旨についても記述する。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・０６０２イベントについて・０６０２イベントについて・０６０２イベントについて・０６０２イベントについて    
神之木地区センター・神奈川地区センター、浦中・神
中コミュニティハウス、老人福祉センターうらしま荘、
松見集会所、幸ヶ谷集会所及び幸ヶ谷公園コミュニテ
ィハウスの８館のスタンプラリーとして実施している事
業です。特に１９年度は区政８０周年記念事業として、
白幡地区センターやかなっくホールとも連携すること
ができました。同様に、今年度は源氏物語千年紀を
テーマに開催しました。平安王朝のなりきり雛をはじ
めクイズなどを行い、延べ参加人数３０００人の参加
があり、大盛況の事業になりました。これは他施設と
連携しながら世代間交流事業としても効果をあげるイ
ベントとなっています。 
・トワイライト講座「今夜はワインで」・トワイライト講座「今夜はワインで」・トワイライト講座「今夜はワインで」・トワイライト講座「今夜はワインで」    
子育て中の若いパパママ世代を対象に、保育つきで
夫婦の時間を持ってもらう講座です。子育てに追わ
れ、息が詰まるような思いをしている若い母親に参加
して同世代の人々とワインと、それに合うチーズやお
つまみをいただきながら、素敵な時間を過ごしていた
だきました。地元宮前商店街にあるフランス料理「マ
ルシェ」の全面的な協力の下に行われました。 
・デジカメ講座・デジカメ講座・デジカメ講座・デジカメ講座    
多くの人々が非常に意欲的に受講されました。撮った
写真は館内に発表したこともあって大いに励みになっ
たようです。地域社会での結びつきが薄くなりがちな
定年退職後の男性にとって、出かけたいと思える場
の提供になり、地域住民との交流の機会にもなりまし
た。 
・コミュニティまつり・コミュニティまつり・コミュニティまつり・コミュニティまつり    
毎年６月、地元洲崎神社例大祭に合わせてコミュニテ
ィまつりを開催しています。 
地域の保健活動推進委員、区福祉保健課の協力の
下、「メタボ相談コーナー」「骨密度測定」を行いまし
た。また区資源化推進担当による G３０啓発活動も行
い、好評でした。詩吟の会による吟詠、俳句の会の作
品展示等でサークルの方々に発表の場を提供するこ
とにより、励みになったと大変喜ばれました。こどもた
ちも魚つりやボーリング、バルーンアートを楽しみ、た
くさんのおみやげを持って帰ることができました。 

【特記事項】 
・ おはなしポケット 
・ おはなしころころ 
・ アンチエイジング 
・ ふれあい囲碁ネットワーク 
・ 親子でフラダンス 
・ パッチワーク 
・ ヨガと気功による健康法 
・ ライブ 
・ クリスマス会 
・ 押し花等 
と独自の数多い自主事業を施設を最大限に活用し、
工夫をこらしながら実施していることが、利用者増に
繋がり、収支を+に導いている。 
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Ⅲ-17 書籍の貸出、購入及び管理 
⇒該当施設のみ評価を実施する 
 図書スペースがある場合、書籍の貸出、購入など適切な管理運営を行っているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

貸出数の確認や返却状況の把握など、適切な管
理を実施している。 ✔ ✔ 

蔵書情報を市に提出している。（蔵書検索システ
ムのため） ✔ ✔ 

Ａ 

図書は適切に整理整頓が行われ、利用者が探し
やすいよう分類されている。 

✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・旧青少年図書館という経緯から、３万冊に及ぶ蔵書が
あります。また古くは権現山と呼ばれていた場所にある
ため、それを紹介するパネルや書籍などもあり、特別
にそのコーナーを設けています。 
・図書管理ソフト「はいぱーえる」にて貸出管理していま
す。 
・予約の仕組みを構築しています。 
・貸出、返却については、図書管理マニュアルに沿って
行っています。特に、延滞の場合は、電話・はがきで、
返却するよう促しています。 
・新規購入図書については広く利用者の要望を取り入
れて行っています。 
・こども利用者を増やすため漫画本の購入も積極的に
行っています。 
・図書カード作成時には個人情報の記載が必要となり
ます。新たに作成された申込書は、当日の業務終了後
事務室のキャビネット内に収納します。このキャビネット
は退館時に必ず施錠します。 
 

【改善すべき点・課題等】 
・３万冊におよぶ蔵書がありますが、かなり前に購入し
た本も多く、現在その整理をしています。今後は新しい
本への買い替えを積極的に行っていきたいと思ってい
ます。 
 

【特記事項】 
有隣堂「はいぱーえる」の蔵書検索システムを導入し管理を行っ
ている。 
「はいぱーえる」の未返却リストを用いて 3 ヶ月ごとに貸出し図書
の返却督促が行われえている。 
3 万冊あるという蔵書はキチンと分類され整備されている。 
近隣の学校の課題図書を備えるようにして図書室の利用を促進
しようとしている。 
図書の購入については、ブックオフのような中古本業者に発注
するなどして経費を有効活用している。 
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Ⅳ．地域及び地域住民との連携 
 

Ⅳ-1 地域や地域住民との交流・連携の取組 
 地域や地域住民との交流・連携に関する取組を実施し、地域交流の支援を実施しているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

次のすべてに該当する。 ✔ ✔ 

地域住民、町内会、自治会等と情報交換を行って
いる。 ✔ ✔ 

地域住民の意見・要望を把握している。 
✔ ✔ 

人的資源や場所の提供を通し、各種地域活動へ
参加している。 ✔ ✔ 

Ａ 

区内の他施設と連携し、情報交換を行っている。 
✔ ✔ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・掲示板に地域コーナーを設置し、持ち込まれた地元
情報（町内会イベント・お知らせ等）を掲示しています。 
・幸ヶ谷公園での草刈や植栽に参加しています。 
・20 年 10 月 12 日の神奈川区民まつりには全員が参加
し、こども対象のゲーム（魚つり・クイズ・ぬり絵など）の
お店を出しました。 
・近くの幸ヶ谷集会所は名前が似ているところから、間
違えて来館する方が少なくありません。そのために、お
互いが地図を用意し、自主事業の情報などを共有する
など常に連絡をとっています。 
 
【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
08.8/7.神奈川中学 福田先生からお礼のため来館。 
区制８０周年記念三地区合同地域まつり「区民まつり」に参画。 
幸ヶ谷公園での草刈にボランティアとして参画など、各所地域活
動を始め、地域住民と連携し、情報交換、活動を行っている。 

 

 

Ⅳ．地域及び地域住民との連携Ⅳ．地域及び地域住民との連携Ⅳ．地域及び地域住民との連携Ⅳ．地域及び地域住民との連携    
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Ⅳ-2 地区センター委員会の設置・開催 
 地域の代表や利用者、公募の市民などで構成する地区センター委員会を設置し、意見等を施設運

営に取り入れているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ｂに該当した上、次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

地区センター委員会を開催している。 
✔ ✔ 

地区センター委員会での検討内容を公表してい
る。 ✔ ✔ 

Ａ 

地区センター委員会で抽出された意見等への対
応策を講じ、施設の運営に取り入れている。 

✔ ✔ 

Ｂ 地域の代表や利用者、公募による市民などで構
成する地区センター委員会を設置している。 

✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。 
 

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・年２回コミュニティハウス委員会を開催し、そこで出さ
れた意見要望等については、その対応策を館内に掲
示するとともに、館運営に反映しています。 
 
 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
地区センター委員会＝コミュニティハウス委員会を年２回、開催
している。 
具体的には 08.5/7. 18：30～ 自主事業について他 ６.名で開
催。08.9/17 18：00～ 利用者アンケートの集計報告他 ８名で
開催。 
委員会規程もある。 
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Ⅴ．収支状況 
 

Ⅴ-1 指定管理料の執行状況 
 指定管理料は適正に執行されているか。 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

判断基準 
チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当した上、外部の監査を受けている。 
✔ ✔ 

次のすべてに該当する。 
✔ ✔ 

適切な経理書類が作成されている。 
✔ ✔ 

経理を担当する職員を配置している。 
✔ ✔ 

収支決算書に記載されている費目に関し、伝票
が存在する。 

✔ ✔ 

Ｂ 

通帳や印鑑などが適切に管理されている。 
✔ ✔ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。  

A 

 

Ａ 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・施設においては経理担当者として副館長をおき、見積
書（金額によっては２社以上）・納品書・請求書・領収書
を添付の上、館長決済あるいは事務局長決済後、支出
しています。 
・会計事務所とは年間契約し、３ヵ月毎に帳票類の点検
および指導をうけています。また消費税・法人税につい
ては当会計事務所に申告書の作成をお願いし、毎年税
務署に納めています・ 
・社会保険については社会保険労務士に年間契約し、
入退社時の申告書書類、その他社会保険の書類を作
成し、適切に対応しています。 
 
 
 

【改善すべき点・課題等】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
バウチャー抜粋で、数件確認した結果、支出額とイコールであっ
た。 
バウチャーは勘定科目毎に整理されてファイルされているた
め、見やすかった。 
会計事務所は、ＣＰＡ税理士、江田 寛であることを確認。 

 

Ⅴ．収支状況Ⅴ．収支状況Ⅴ．収支状況Ⅴ．収支状況    
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Ⅴ-2 収支決算状況 
 予算と決算に大幅な相違がないか。収入－支出がプラスになっているか。 
 

確認事項 
（予算収入    22,387,000 円） － （決算収入    23,025,017 円） ＝     638,017 円 
（予算支出    22,387,000 円） － （決算支出    21,459,822 円） ＝     927,178 円 
（決算収入    23,025,017 円） － （決算支出    21,459,822 円） ＝    1,565,195 円 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
【特記事項】 
・指定管理料のほかに、雑収入として自販機手数料
が年間２６万円ほどありました。自販機は施設外に２
台設置し、利用者にも喜ばれています。 
・青少年図書館転換型コミュニティハウス１５館中、稼
働率が１４番目という低さでした。（トップは 70.9％、当
施設は 30.2％）その汚名返上のために、学習室を多
目的ホールへ転換し、自主事業の充実を図ろうとした
時期がありました。そのために、図書費から自主事業
費の流用を予定していましたが、図書館時代からの
伝統ある学習室の存続を地元と利用者から強く望ま
れ、それが実現しなかった経緯があります。そのため
に、図書費が予算の６割執行となってしまいました。 
今年度は図書の充実を図る上で、蔵書の内、古いも
のから買い換えて行く計画をたてております。数年前
から買い換えていない事典、あるいは時代に即した
書籍の購入など、積極的に行っていくことにしていま
す。またお客様からのリクエストにも応えていきます。 
 
 

【特記事項】 
・ 決算支出が予算を大幅（￥927 千円）に下回った

理由は左欄の【特記事項】に説明されているとお
りの事情の他に、図書購入に当たってはブックオ
フのような中古書籍業者に発注することにより経
費節減に努めた結果でもあると考えます。 

・ 図書室利用の個人利用者数も順調に増加してい
るようですので今後は図書の充実の為の予算の
執行について利用者の要望に注意を払いながら
積極化するべきでしょう。 

 
Ⅴ-3 ニーズ対応費の執行状況  
 ニーズ対応費の執行状況について、ニーズに対応した支出となっているか。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
判断基準 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ すべての項目について問題がない。   

Ｂ -   

Ｃ 一つ以上の項目で問題がある。  

 

 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
 

【改善すべき点・課題等】 
 

【特記事項】 

 



横浜市コミュニティハウス評価シート 

 35

Ⅴ-4 利用料金収入実績 
 事業計画書等で示した利用料金収入の目標値がどの程度達成されているか。 

 

事業計画書等で示した目標値 達成割合（利用料金収入/目標値×100） 
 
 
 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 
【アピールポイント】 
 
 
 
 
 
 
【改善すべき点・課題】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
 
 

 

Ⅴ-5 経費節減の取組 
 経費節減のための努力を行っているか 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
・コピーは裏紙を使用するとともに、他施設からの封
筒は当施設からの配布物などを発送する際に再利用
しております。 
・軽微な修繕は職員で対応し、経費節減に努めてい
ます。 
・南側の窓ぎわの照明は、日中は消灯し極力節電し
ております。 
・冷房温度を２８度、暖房温度を２３度に設定し、利用
者の協力をお願いしています。 
 
【改善すべき点・課題】 
 
 
 
 
 
 

【特記事項】 
巡回管理をしている方が、小修理ができる職員のた
め、経費削減に貢献している。 
エコも実践しており、好感がもてる。 
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Ⅵ．その他 
 

 Ⅰ～Ⅴの評価項目では評価しきれなかった特筆事項（施設独自の工夫など）や改善すべき点につ

いて。 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 
旧青少年図書館からの伝統により、当施設には学習
室があります。他の施設にはない、静かな中での学
習室は区内唯一ということもあり、終日多くの方々に
ご利用していただいています。特に受験シーズンに
は開館時間から閉館時間までかなりの利用者があり
ます。旧青少年図書館からの利用者の方から、親子
２代でお世話になっています、との声も少なくありませ
ん。またお蔭さまで合格しましたとのうれしい報告も
いただくことがあります。 

【改善すべき点・課題】 
アピールポイントに記入しました学習室は、静かな雰
囲気の中で学習するスペースです。一方で、自主事
業によっては、多少の騒音も仕方のない時もあり、両
立の難しい場合があります。このためには自主事業
を行う研修室に防音効果があることが望まれます。 
 

【特記事項】 
古い施設であるが、職員全員の協力で、利用者が来
やすい、利用やすい、環境を維持し、利用者のニーズ
に合った、ユニークな自主事業を展開を図り、稼働率
を 30％以上にアップ出来たことは、非常に評価でき
る、将来が楽しい施設である。 
 
 

 

Ⅵ．その他Ⅵ．その他Ⅵ．その他Ⅵ．その他    
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Ⅶ．評価結果のまとめ 
 

地区センター評価結果一覧表 
施設名：     横浜市幸ヶ谷公園コミュニティハウス 
 

評価機関名：  東京海上日動ファシリティーズ 株式会社 
 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 
評価機関 
評価結果 

     
I．総則 Ａ Ａ 

1.施設の目的や基本方針の確立 地区センターの設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されており、職
員が理解しているか 

A A 

2.施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設目的を達成できているか A A 
3.職員の勤務実績、配置状況 管理職を含む常勤職員及び非常勤職員の勤務実績、配置状況は適切か A A 
4.職員のマナー 利用者が気持ちよく利用できるよう､利用者に対する職員の接客マナーは適切か A A 

 

5.開館の実績 仕様書に定められた、もしくは事業計画書のとおり開館しているか A A 
     
II．施設・設備の維持管理 Ａ A 

1.建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の保持が実現されて
いるか 

A A 

2.備品の管理 備品が適切に管理されているか A A 
3.清掃業務 利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか A A 
4.警備業務 安全で安心感のある環境を確保しているか A A 
5.外構施設の保守点検 安全性が確保され、良好な機能が保持されているか   
6.植栽・樹木等の維持管理 利用者が快適に過ごせるような良好な景観が保たれているか   

 

7.ゴミゼロ推進運動への取組み 横浜Ｇ30 プランに則ったゴミゼロ推進運動へ取り組んでいるか A A      
III．運営及びサービスの質の向上 Ａ A 

1.利用実績及び施設の稼働率 -   
2.利用しやすい受付案内の実施 利用者が利用しやすい受付案内を実施しているか A A 
3.適切な利用情報の提供 全ての利用者が等しく利用情報を得ることができるよう、適切な利用情報の提供を

行っているか 
A A 

4.広報・PR の実施 当該施設について、広報誌やＰＲ誌を作成するなど、具体的な取組みを実施し、潜
在的な利用者にアピールしているか。 

A A 

5.サービス水準の確保 個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよう、施設のサービス
水準を確保するための取組みを行っているか 

A A 

6.職員間での情報共有化 職員間で、適切に各種情報の共有化が実現されているか A A 
7.個人情報の保護 個人情報の保護に対する体制が整っているか A A 
8.事故防止対策への取組み 事故防止のための体制の構築・取組みを行っているか A A 

9.事故発生時の対応体制の構築 自己発生時の対応体制が確立されているか A A 

10.災害発生時の対応体制の構築 災害発生時の対応体制が確立しているか A A 
11.利用者の意見・苦情を抽出する仕組みの構築 利用者が意見や苦情を述べやすい環境を整備しているか A A 
12.利用者の苦情解決体制の構築 利用者の意見、苦情等を受けて、迅速に対応できる体制を構築しているか Ａ A 
13.利用者アンケート調査の実施 サービス全体に対する利用者の満足度を把握し、課題がある場合には対応策を講

じているか 
A A 

14.利用者会議の開催 利用者代表からなる利用者会議を開催し、利用者の意見や課題がある場合には対
応策を講じているか 

A A 

15.自主事業の適切な実施 利用者の望む自主事業を適切に実施しているか A A 
16.自主事業における独自の工夫等 -   

 

17.書籍の貸出、購入及び管理 図書スペースがある場合、書籍の貸出、購入など適切な管理運営を行っているか A A 
     
IV．地域・地域住民との交流連携 Ａ A 

1.地域や地域住民との交流・連携の取組み 地域や地域住民との交流・連携に関する取組みを実施し、地域交流の支援を実施し
ているか 

Ａ A  

2.地区センター委員会の設置・開催 地域の代表や利用者、公募の市民などで構成する地区センター委員会を設置し、
意見等を施設運営に取り入れているか 

A A 
     
V．指定管理料の施行状況 Ａ A 

1.指定管理料の執行状況 指定管理料は適正に執行されているか Ａ A 
2.収支決算状況 収入-支出がプラスになっているか + + 
3.ニーズ対応費の執行状況 ニーズ対応費の執行状況について、ニーズに対応した支出となっているか A A 
4.利用料金収入実績 事業計画書等で示した利用料金収入の目標値がどの程度達成されているか   

 

5.経費節減状況 経費節減のための努力を行っているか   

Ⅶ．評価結果のまとめⅦ．評価結果のまとめⅦ．評価結果のまとめⅦ．評価結果のまとめ    
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地区センター評価総括 

項目 指定管理者自己評価 第三者評価機関特記事項 

I．総則 設置目的にそった理念および運営方針

を法人として明示し、職員全員がよく

理解した上で、お客様の立場にたった

施設運営に努めています。 

業務開始前やスタッフミーティング時

に基本方針の読上げをするなどし、職

員・スタッフが一体となって施設運営

方針の理解を心がけている。 

II．施設・設備の維持管理 青少年図書館から改築後、１０年が経

過しています。その頃の備品や設備に

老朽化が目立ってくる頃と思われます

が、日々の点検を怠らず安全で清潔な

施設を維持しております。 

管理業務について業者委託するだけで

なく、職員・スタッフが積極的に巡回

や清掃を行い、利用者に快適な環境の

提供を怠らず行っている。 

III．運営業務及び 
サービスの質の向上 

３万冊に及ぶ書籍がある当施設におい

ては図書コーナーと学習室がメインと

なり、一般利用できる部屋は研修室と

おはなしの部屋の２部屋に限られてい

ます。今年は備品の充実や柔軟な利用

形態により、稼働率が上がってきてい

ます。また寄せられる要望・苦情につ

いてはすばやい対応をしていますの

で、お客様に喜ばれています。 

スタッフだけの勤務シフトになること

もあるようですが、マニュアルが整備

されておりサービス水準が維持できる

ようになっています。 

IV．地域及び地域住民との連携 地域に根ざした施設を目指し、施設に

関する情報は常に発信続けることに努

めています。また地域からの情報も集

約し、双方向の情報交換ができるよう

にしています。公園の清掃日も積極的

に参加しています。 

利用者会議や運営委員会を通じて地域

住民との双方向のコミュニケーション

がしっかり取れています。職員の方の

地域の期待に応えたいというモラルも

高いと思います。 

V．収支状況 施設の構造上、大きな修繕費はかかり

ませんが、今後は設備面のメンテナン

ス費用がかかると思われます。さらに

経費節減に努め、安全な施設運営と、

備品や図書の充実を図るなどのサービ

ス向上に努めていきます。 

経費の節減意識も職員間に浸透してい

ます。 

VI．その他 桜の名所である幸ヶ谷公園に立地して

いることから公園愛護会とも連携をと

り、桜の維持に努めていきたいと思っ

ています。またこの地は権現山といわ

れ、戦国時代からの歴史もあり、神社

仏閣が点在しています。これら他施設

にはない特長を生かした施設運営にも

心がけていきたいと思っています。 

確かに高所の公園の中に位置してお

り、静謐な図書室としての機能を継続

して維持して欲しいという地域の要望

は理解できます。後は、地域活動の拠

点としての機能の拡大も目指していく

べきなのでしょう。 
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評価結果についての講評 

本施設は元は青少年図書館だったものをコミュニティハウスにしたもの。指定管理者としては施設稼働率の向上のため

に学習室を多目的室に変更し自主事業を拡大して図書館色を薄くする運用を考えた由。しかし地域住民の意向は、学習

室つき図書館機能の存続を強く求めるものであり、住民の意向に沿う為には自主事業の内容についても静謐な環境を乱

すようなものは避けなくてはならないという制限がある。施設は古くなってきていますが職員の方の努力でキチンと維

持されています。今後も図書室としての快適な環境は維持しつつ自主事業の拡大をはかり施設稼働率の向上を図ってい

ければ良いと思います。 

 

指定管理者からの意見 

当施設は旧青少年図書館からの転換型コミュニティハウスですので、約３万冊におよぶ蔵書があり、また伝統に
より学習室があります。このような図書館の雰囲気を大切にしながら、コミュニティハウスとしてどのように運営す
れば「いこいの場」「学びの場」「ふれあいの場」を実現できるのか？と模索してまいりました。その一つとして自
主事業を大きく変えました。地元の神社のお祭りに合わせたコミュニティまつり、他施設との連携をとりながらの０
６０２イベントのスタンプラリー、そして軽い体操系の講座も始めました。またおはなしの部屋を午前中にかぎり、
乳幼児親子に開放し、おもちゃをはじめ備品類の充実も図ってまいりました。地域の施設として公園愛護会の皆
さんに協力して、公園清掃にも参加することにしました。こうしたこれまでの私たちの運営に対して、今回評価機
関より非常に高い評価をいただき、認知されましたこと職員一同感激いたしております。今後もまたこの結果に満
足することなく、ご提言いただきましたことを踏まえ、ますます地域に愛される新しい幸ヶ谷公園コミュニティハウ
スを目指してまいります。 

 
 


